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技術部門   2015 年 問題 A 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

問 1 に つ い て  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 橋 の 橋 梁 点 検 を 実 施 し た 。 点 検 内

容 は 、 中 性 化 深 さ 測 定 、 塩 化 物 イ オ ン 侵 入 深 さ 測 定 、

リ バ ウ ン ド ハ ン マ ー に よ る 強 度 推 定 を 実 施 し た 。 現 地

で 足 場 を 設 置 し 、 下 方 か ら 作 業 を 行 い 、 中 性 化 深 さ 測

定 、 塩 化 物 イ オ ン 侵 入 深 さ 測 定 を 行 っ た 。 リ バ ウ ン ド

ハ ン マ ー は 、 9 点 測 定 し 平 均 値 を 採 用 す る が 、 個 々 の

測 定 デ ー タ の 偏 差 が 2 0 % を 超 え る 場 合 は 、 棄 却 し 追 加

で 測 定 し な け れ ば な ら な い 。 1 0 調 査 箇 所 の う ち 9 調

査 箇 所 は 偏 差 が 少 な い こ と を 確 認 し て 実 施 し て い た が 、

残 り 1 箇 所 で 時 間 が 無 く 9 点 の 測 定 の み 行 っ た 。 現 地

調 査 終 了 後 、 デ ー タ 整 理 し た 結 果 、 最 後 の 1 調 査 地 点

で 偏 差 の 基 準 を 超 え て い る 点 が あ っ た 。  

上 司 と 対 応 を 協 議 す る と 、 足 場 の 組 み 直 し は 出 来 な

い 、 発 注 者 に は 現 地 調 査 終 了 を 報 告 し て い る 、 他 の 9

調 査 地 点 は 設 計 基 準 強 度 を 大 き く 上 回 っ て い る 。 こ の

こ と を 考 慮 す る と 、 偏 差 の 大 き い 1 点 を 2 0 % 以 内 に す

る 意 見 も 出 た 。 し か し 、 デ ー タ 修 正 は 改 ざ ん に 当 た る

と 考 え 、 8 点 の 平 均 と し て 報 告 し 、 調 査 箇 所 は 9 箇 所

に 減 少 協 議 し た 。 コ ン ク リ ー ト 診 断 士 ( 以 下 診 断 士 ) は 、

高 度 な 論 理 観 を 持 ち 、 点 検 ・ 診 断 に 際 し て は 公 平 な 評

価 を 行 い 、 透 明 性 の 高 い 対 応 が 必 要 で あ る 。  

問 2 に つ い て  

診 断 士 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 関 す る 広 範 で 高 度

な 実 務 経 験 を 有 し 、 そ の 計 画 、 設 計 、 施 工 な ら び に 維
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

持 管 理 に お い て 適 切 な 技 術 的 判 断 が で き る 事 が 必 要 で

あ る 。 具 体 的 に は 、 診 断 に 必 要 な コ ン ク リ ー ト の 基 礎

知 識 、 点 検 ・ 診 断 技 術 、 劣 化 に 関 す る 知 識 と そ の 補

修 ・ 補 強 技 術 を 理 解 し て い る 事 が 求 め ら れ る 。 ま た 、

補 修 ・ 補 強 技 術 の 進 歩 は 早 い た め 、 常 に 最 新 の 情 報 の

入 手 に 努 め 、 自 己 研 鑽 を 行 っ て い か な け れ ば な ら な い 。

こ れ か ら イ ン フ ラ の 維 持 管 理 が 重 要 に な っ て い く 中

で 、 社 会 に 必 要 と さ れ る 維 持 管 理 技 術 者 の 数 は 、 十 分

と は 言 え な い 。 従 っ て 、 診 断 士 を 目 指 す 技 術 者 の 育 成

が 必 要 で あ る 。 技 術 者 の 育 成 は 、 実 務 を 通 じ て の O J T

と 、 講 習 会 等 に 積 極 的 に 参 加 さ せ 、 最 新 の 点 検 技 術 、

診 断 技 術 、 補 修 ・ 補 強 技 術 を 身 に つ け さ せ る 必 要 が あ

る 。 特 に 今 後 は 、 点 検 技 術 の 革 新 が 急 激 に 進 む 。 レ ー

ザ ー 光 線 を 走 査 し 、 覆 工 面 全 体 の 連 続 画 像 及 び ひ び 割

れ 展 開 図 を 作 成 で き る 計 測 方 法 が 実 用 化 さ れ て い る 。

ま た 、 通 常 の 方 法 で 点 検 が 困 難 な 橋 梁 に 、 ド ロ ー ン を

活 用 す る 技 術 も 開 発 中 で あ る 。 橋 梁 点 検 ロ ボ ッ ト カ メ

ラ を 使 用 し て 、 橋 梁 点 検 車 や 足 場 な し に 点 検 す る 事 も

考 え ら れ れ る 。 ま た 、 今 後 は 人 工 知 能 を 活 用 し て 、 劣

化 原 因 や 、 最 適 な 補 修 時 期 を 特 定 す る 技 術 開 発 も 期 待

さ れ る 。  

診 断 士 の 資 格 は 、 取 得 し て か ら 更 な る 研 鑽 を 行 い 、

資 格 に 恥 じ な い 行 動 を と る こ と が 重 要 で あ る 。  


